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12月 1日現在 対前月比
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花
と
緑
の
大
会
表
彰

ひさ

〈佐
臨
m
a
u・
釜
グ
ル
ー
プ
会
長
と

表
彫
状
〉

報・……一一－あ

さ
る
日
月
日
日
、
第
9
闘
花
と
り
献
の

大
会
が
富
山
電
気
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
、
長
年
に
わ
た
り
環
境
美

化
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業
の
一
環

と
し
て
、
公
園
や
公
共
施
設
、
道
路

花
壇
な
ど
の
栽
倍
、
管
埋
に
械
厳
的
に

協
力
さ
れ
た
佐
味
軒
岡
芸
グ
ル
ー
プ
の

み
な
さ
ん
が
功
労
表
彩
ル
』
受
け
ら
れ
ま

しれ’
z

ま
た
、
削
除
民
に
花
や
緑
を
育
て
る

思
惣
の
普
及
の
た
め
に
、
以
内
の
小

中
乍
生
か
ら
ポ
ス
タ
ー
と
燃
げ
叫
聞
が
募
集

さ
れ
ま
し
た
が
、
際
語
部
門
で
泊
小
学

校

3
年
浜
川
祐
治
君
の

「花
や
木
に
心

を
こ
め
て
愛
の
水
」
が
特
質
に
選
ば
れ
、

同
時
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
各
縄
表
彰
の

あ
と
、
泊
中
学
校
3
年
、
浜
回
京
美
路

広

た験 さ
。発 ん
表が

名よ
い ど
大り
会 の
z 少
も年
り団
上活
げ 動
まの
し体

全
国
公
民
館

連
合
会
表
彰

犬
家
庄

公
民
館
主
事

弓
野

良
二
氏

ロ
月
4
目
、
第
初
回
令
国
公
民
館
振

興
大
会
に
お
い
て
、
会
国
公
民
館
・
氷
年

勤
続
職
員
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
泊
年
か
ら
大
家
庄
公
民

館
主
事
と
し
て
地
区
の
社
会
教
育
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す。
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

F

朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ

‘咽M
K
』
切

連
合
会
長

，一J
・、麗
田
小
右
ヱ
門
氏

（河
才
）

〈泊小学綬浜川街治君〉

き
る
日
月
日
目、

静
岡
県
で
行
わ
れ

た
第
叩
回
令
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お

い
て
、
舟
川
新
の
藤
図
小
右
ェ
門
氏
が

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
会
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
必
年
か
ら
地
区
老
人
ク

ラ
プ
会
長
を
は
じ
め
、
県
老
人
ク
ラ
ブ

議
員
、
理
事
副
会
長
等
を
歴
匂

現
在
も
、
朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
号
県
老
連
常
務
理
事
と
し
て
活
躍

中
で
す
。

今
固
め
表
彰
は
、
氏
の
ク
ラ
ブ
運
営
、

会
員
の
加
入
促
進
、
全
員
の
教
養
向
上

等
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で

す
の富

山
県
公
民
館

連
合
会
表
彰

優
良
公
民
館
職
と
し
て
日
月
6
日

第
剖
回
富
山
県
公
民
館
大
会
に
お
い
て

次
の
諸
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

泊

公

民

館

長

伐

凶

祐
芳

野

中

公

民

館

長

大

針
亀
吉

南
保
公
民
館
、
王
必
・
消
水
英
信

南
保
公
民
館
書
記
谷
U
京
次

社
会
教
育
に
関
す
る

体
験
論
文
最
優
秀
賞

森
野

稔
氏

｛中
央
公
民
館
書
記

き
る
叩
月
日
目
、
昭
和
白
年
度
高
山

県
社
会
教
育
大
会
に
お
い
て
、
社
会
教

育
に
関
す
る
体
験
論
文
の
表
影
が
あ
り
、

森
野

稔
氏
が
最
優
秀
賞
歩
え
又
賞
さ
れ

ま
し
た
。

自

畠
－

a

一閉
山
凶
＠

青
少
年
育
成

富
山
県
会
議
表
彰

美

佐

光

平

氏

さ
る
日
月
山
目
、
合
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
閉
店
山
県
大
会
が
屯
ス
ピ

ル
5
階
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
そ
の

席
上
、
美
佐
光
平
氏
が
優
良
青
少
年
団

体
等
指
導
者
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

美
佐
さ
ん
は
、
昭
和
訂
年
以
来
会
社

勤
務
の
か
た
わ
ら
、
脊
少
年
の
指
導
助

言
に
努
め
る
一
方
、
進
ん
で
勤
労
学
生

め
世
話
や
相
談
相
手
と
な
る
等
背
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
日
年

に
設
置
さ
れ
た
背
少
年
育
成
朝
日
町
民

会
織
の
委
只
と
し
て
e善

傾
活
動
や
奉

仕
活
動
の
企
画
運
営
に
当
る
と
と
も
に、

山
山
県
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
指

線
以
、
町
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
代
表
と

し
て
e品
先
し
て
青
少
年
を
社
会
参
加

的
動
に
湘押
さ
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
と

円
少
年
の
健
全
育
成
に
多
大
の
貢
献
を

し
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
ら

2
 ．．
 xonu 

青
少
年
育
成

(2) 

標
語
の
入
選
決
ま
る

広
報
9
月
号
で
標
語
募
集
を
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
初
数
題
応
募
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
ヲ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

応
募
鋭
定
に
培
づ
き
、
次
の
方
々
が

入
選
さ
れ
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し

れ’z最
優
秀
作
品

。
ひ
と
声
が
非
行
の
ブ

レ
ー
キ

愛

の
道

下
回

仲

栄

入
賞
作
品

O
若
人
と
共
に
語
ろ
う
輸
に
な
っ
て

守
田

答
次

O
君
と
僕

切
嵯
琢
麿
で
永
遠
の
友

柚
木

啓

三

O
未
糸

へ
伸
び
ゆ
く
晶
円
年
は

家
族
、
夫
婦
の
和
合
か
ら

山川
端
忠
津
子

O
見
て
く
だ
さ

い
若
い
我
等
の

善
意
の
花
を

長
井
丈
夫
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車の放置はみんなの迷惑
道
路
の
除
雪
は
、

報……......あ

本
格
的
な
勺
の
ン
｜
ズ
ン
を
迎
え
、

町
で
は
道
路
除
雪
に
つ
い
て
万
令
の
体

制
を
繋
え
待
機
し
て
い
ま
す
。

除
雪
作
業
が
舷
実
、
円
滑
に
実
地
で

き
る
よ
‘
ワ
町
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ひさ… 広

市
平
の
路
上
放
置
は
除

雪
を
妨
げ
る
ば
か
り

か
、
ド
カ
雪
が
降
っ

み
ん
な
の
協
力
で

た
り
吹
雪
の
と
き
に
判
別
が
で
き
ず
、

除
雪
車
と
衝
突
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

故
障
駐
車
の
場
合
は
赤
旗
等
で
卓
幅
を

表
示
し
、
運
転
者
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
て
く
だ
さ
い

h

除
雪
車
に
よ
る
玄
関

先
の
堆
雪
や
崖
恨
習

は
各
々
排
雪
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
車
に
よ
る
被
害

を
受
け
や
す
い
道
路

沿
い
の
物
件
（梢
木
、

へ
い
組
、
畦
畔
等
）に
は
注
意
係
議
（亦

＋
仰
を
付
け
た
サ
オ
一
な
ど
を
設
け
る
。

機
械
除
雪
に
も
阪
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、

部
落
内
の
生
活
道
路

は
近
附
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

困
維
な
除
雪
実
態
に

対
し
寛
容
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
コ

意
見
等
は
町
内
会
役
員
を
通
じ
て
お
願

い
し
ま
す
。

国
道

l
建
設
省
黒
部

国
道
維
持
出
張
所

（宮
｜
0
7
6
5

1
5
21
1
7
1
三

県
道

1
h酎山
県
入
務
土
木
事
務
所

（宮
0
7
6
5
1
7
21
1
1

3
3）

 

町
道
1
朝
日
町
役
場
内
除
可
ι中
部

（

8
3
1
1
1
0
0内
線
4
5、

時
間
外
直
通
3
1
1
1
0
4）

農
業
あ
っ
ち
こ
っ
ち
⑨

臼
ね
ぎ
が

共
同
出
荷
さ
れ
ま
す

農
家
に
と
っ
て
、
も
つ
か
る
転
作
作

物
の
選
定
は
頑
の
い
た
い
問
題
で
す
が
、

今
年
か
ら
町
の
振
興
作
物
と
し
て
選
定

し
た
白
ね
さ
を
取
入
れ
、
初
出
荷
に
こ

ぎ
つ
け
ら
れ
た
農
家
が
あ
り
ま
す
ω

白
ね
ぎ
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
も
家

庭
菜
閣
で
少
し
ず
つ
栽
倍
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
凶
農
村
婦
人
グ
ル
ー
プ
等

会
・中
心
と
し
て

μ
一戸
の
農
家
が
約
制
ア

ー
ル
の
転
作
悶
に
白
ね
ぎ
を
裁
収
し
、

今
秋
出
向
さ
れ
た
も
の
で
す
。

生
産
さ
れ
た
白
ね
さ
は
、
ω月
中
旬
か

ら
日
月
一
一
杯
に
か
け
、
農
協
で
取
り
ま

と
め
の
上
、
富
山
・
岐
阜
市
場
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
肝
心
の
価
額
の
ほ

う
は
全
国
的
な
豊
作
と
か
で
l
箱

（
5

キ
ロ
グ
ラ
ム
詰
）
附
円
1
剛
円
の
聞
で

推
移
し
、
今
ひ
と
つ
と
い
う
球
ヤ
も
あ
り

ま
す
が
、
今
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

捨
て
作
り
的
要
素
の
強
い
転
作
対
応
の

な
か
に
あ
っ
て
、
て
っ
と
り
早
く
現
金

収
入
が
期
待
で
き
る
と
あ
っ
て
栽
培
農

家
の
な
か
で
好
評
会
」
得
て
い
ま
す
ω

自
ね
ぎ
の
総
出
に
と
勺
て
最
も
入
手

の
か
か
る
集
荷
選
別
作
業
は
、
農
家
の

奥
様
方
の
共
同
作
業
で
行
わ
れ
、
単

純
な
作
業
の
な
か
で
も
終
始
笑
い
戸
の

絶
え
な
い
出
荷
風
景
で
し
た
。

（
写
翼
は
、
白
ね
ぎ
の
翁
絶
状
況
と

出
荷
風
景
）

が

優

勝

ー
朝
日
町
ト
ラ
ク
タ
ー

運
転
妓
能
銭
技
会
｜

朝
日
町
農
業
機
械
士
会
で
は
、
農
業

機
械
の
効
率
利
用
の
促
進
と
安
全
対
策

の
推
進
の
た
め
、
日
月
お
日
（
水
）
朝

日
町
中
央
農
協
生
産
セ
ン
タ
ー
前
で
ト

ラ
ク
タ
ー
運
転
技
能
競
段
会
を
開
催
し

参
加
7
チ
l
ム
の
な
か
か
ら
、

b

縁
側
広

枕
・
辻
栄
敏
夫
チ
ー
ム
が
見
事
後
勝
の

栄
に
続
き
ま
し
た
。

近
年
の
転
作
対
応
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー

運
転
に
は
高
度
の
テ
ク
ニ

叶
ク
が
要
議

さ
れ
る
現
状
の
な
か
で
、
参
加
さ
れ
た

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
真
剣
そ
の
も
の
、
運

転
建
恥
、
樫
備
技
術
に
、
日
頃
の
腕
前

を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

当
日
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
、
森
岡
厄
就
・
辻
栄
敏
夫
チ

l
ム

（山
崎
）

次

勝

谷

U

敏

・1
川
水
英
信
チ
ー
ム

（
南
保
｝

三
位

藤
井
正
明
・
前
川
税
制
チ
l
ム

（大
家
庄
）

な
お
、
優
勝
を
し
ま
し
た
、
森
岡
、

比
栄
チ
ー
ム
．は
、
日
月
日
日
に
行
わ
れ

た
第
5
回
富
山
県
農
業
機
械
士
運
転
技

能
競
技
大
会
で
も
秀
賞
歩
撞
得
し
ま

L

P
3
 

(3) 
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年
金
だ
よ
り

外
国
人
の
方
も

国
民
年
金
に

加
入
で
き
ま
す

ひ一

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
国
民
年

金
制
度
へ
の
加
入
の
条
件
で
あ
っ
た
日

本
国
籍
会
持
っ
て
い
る
こ
と
の
要
件
が

撤
廃
さ
れ
、
日
本
に
居
住
し
て
い
る
次

の
外
国
人
の
方
も
昭
和
計
年
l
月
1
日

か
ら
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
主
つ
に

な
り
ま
し
た
b

。
初
歳
以
上

ω歳
未
満
の
人

。
次
の
年
金
制
度
に
現
佐
加
入
し
て
い

な
い
人

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
国
家
公
務

員
共
済
、
地
方
公
務
員
共
済
、
私
立

学
校
教
職
員
共
済
、
公
共
企
業
体
職

員
等
共
済
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共

文
円国

民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
選

児
年
金
な
ど
の
保
障
が
あ
る
ほ
か
、
所

定
の
加
入
期
間
を
満
た
す
と
老
齢
年
金

や
通
算
在
齢
年
会
品
川
M

支
給
さ
れ
ま
す
。

過
去
に
厚
生
享
金
な
ど
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
た
期
聞
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
か
ら
加
入
す
る
国
民
年
金
期
間
と

合
算
し
て
年
金
が
、
つ
け
ら
れ
る
か
ど
フ

か
み
て
く
れ
ま
す
。

掛
金
は
月
額
4
子
制
円
と
4
千
蜘
同

の
2
種
類
が
あ
り
、
加
入
者
が
選
択
し

さ報 一一….....あ・…広

ま
す
。
掛
金
の
大
き
い
方
は
そ
れ
だ
け

う
け
る
年
金
も
多
く
な
り
ま
す
。
組償金

を
負
担
す
る
こ
と
が
困
鯵
な
場
合
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
う
け
た
期
間
は

追
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他
の
公
的

年
金
制
度
に
は
な
い
免
除
と
い
う
し
く

み
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
免
除

に
な
っ
た
期
間
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

き
幸
手
’
と
、
将
来
年
を
と
っ
て
、
つ
け
る

年
ふ
患
は
、
ふ
つ
7
の
人
の
3
分
の
l
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
a

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
追
納
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
首
議
す
れ
ば

ふ
つ
う
の
人
と
閉
じ
ト
キ
ヲ
に
満
傾
の
年

金
が
‘
ヲ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
追
納
は
、
免
除
を
7
け
た
期
聞

か
ら
叩
年
以
内

（現
住
昭
回
年
・
ロ
月
で

す
の
で
、
昭
M
W
年
比
月
分
以
降
）
で
あ
れ

ば
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で
納
め
ら

れ
ま
す
。

。
詳
し
く
は
役
場
国
民
年
金
係
（
宮

3
1
1
1
0
0内
線
鈎
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

各
種
学
習
会
の
傭
師
は

人
材
活
用
銀
行
へ

町
の
高
齢
者
人
材
活
用
銀
行
で
は

登
録
者
印
数
名
が
講
師
派
遣
に
備
え

て
、
今
年
も
研
修
を
続
け
て
参
り
ま
し

た
。文

化
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
関
係

・
文
学

書
道

・
音
楽
・
前
撃
道
・
茶
道

・
陶
芸
・

謡
曲

・
竹
細
工

・
藁
工
品

・
紙
す
き

・

民
謡

・
盆
栽
等
各
後
部
門
の
講
師
を
揃

え
て
み
な
さ
ま
か
ら
の
要
議
多
』
待
っ
て

い
ま
す
。

豊
か
な
生
涯
を
目
指
し
て
、
い
ろ
ん

な
学
習
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
は
：
・
教
育
委
員
会
へ

（宮
2
1
1
1
0
4）

朝
日
町
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
の
目
か
ら

町
で
は
同
年
度
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
に
月
一
回
の
食
料
品
価
絡
調
食
を

依
相
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
モ
ニ
タ
ー
の
目
か
－
h
本
直
な

意
見
・
希
望
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

品
物
を
し

っ
か
り

み
る
習
慣

争
清
水
町

高
島

文
子

昨
年
4
月
か
ら
消
賞
者
モ
ニ
タ
ー
の

長
嘱
を
受
け
ま
し
て
、
月
l
凪
の
価
格

調
貨
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

山
私
た
ち
が
調
査
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

昨
年
に
比
較
し
て
み
る
と
、
大
半
の
物

が
値
上
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
灯
油
等
は
季
節
に
よ
り
大
幅
に

値
段
の
変
動
が
あ
り
、
賢
い
消
費
者
と

し
て
、
価
絡
の
変
動
に
注
意
を
払
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
、
た
ん
に
便
利
な
物
、
目
先
の

安
い
物
に
目
を
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

同
じ
商
品
で
も
店
に
よ
っ
て
は
違
う
・」

と
も
あ
り
、
犯
達
消
費
者
自
身
が
品
物

を
み
る
目
を
養
い
、
表
示
製
造
年
月
日

等
し
っ
か
り
み
る
潤
慣
を
つ
け
、
計
画

的
に
買
い
物
歩
手
’
る
僚
心
掛
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
消
費
者
の
態
度
が
、
事
業
者
を

動
か
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

(4) 

電
話
局
が

新
局
舎
で

営
業
し
ま
す

昨
年
7
月
よ
り
長
ら
く
ご
凍
策
必
を

お
か
け
し
、
仮
設
局
舎
で
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程
完
成

l
レ
念
品
l
レ
ト
～
。

い
よ
い
よ
計
年
1
月
4
8
よ
り
新

局
舎
で
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
・
7
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
局
舎
建
設
に
際
し
何
か
と

ご
協
力
い
た
だ
き
厚
〈
御
札
ゆ
し
あ

げ
ま
す
。

歳
末
特
別
警
戒
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

・
吹
嶋
日
時

四
月
m
B
l
ロ
月
汎
日
ま
で

午
前
7
時
、
午
後
9
時

・
吹
嶋
万
法

一
縦
割
山
知
集
伝
号

5
少
弘
一

5
合

1
4tq
・
，
R
t
v
1
2玄
T

．
吹
嶋
区
域

朝
日
町
全
域

61! 
μ・
15 
紗

消
防
団
出
初
式
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

・
吹
鳴
日
時

t
A
H灯
式
U
H
U午

前
7
時

・
吹
鴨
方
法a

AT
 

PDι
夕

刊
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f
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奨
励
賞

鎗
2

・
－B町

健
衛

a終
る

第
2
回
朝
日
町
美
術
展
が
さ
る
日
月

1
日
よ
り
3
日
問
、
朝
日
町
勤
労
青
少

年
体
育
セ
ン
タ
ー
、
朝
日
町
桶
祉
セ
ン

タ
ー
に
・
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
と
も
ど
ふ
質
的
な
レ
ベ
ル
の

向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
力
作
が
め

だ
ち
、
「
文
化
の
ま
ち
朝
日
」
に
ふ
さ
わ

し
く
、
盛
況
裳
に
終
了
し
ま
し
た
。

出
品
点
数

m占…

入
場
者
数

1
、
5
0
3人

部
門
別
入
賞
者

絵
画
部
門

報.....… ・・ 一あ広

町
展
大
賞

町
展
賓

岡
真
由
美

（泊

長
井
世
間
－
M
史
（
泊

水
島
和
子
（
宮

川

端

券
吉

（山

崎崎 高高

｛圭

作

田
畑
林
弥

（上
町
）

由
J
品
孝
司
（
泊
高
）

金
森
は
る
い
（
東
草
野
）

畠
山
昌
夫
（
上
町
）

野
沢

信
次
（
栄

町
）

字
国
由
加
里
（
泊
高
）

野
沢
き
く
え
（
栄
町
）

書

部

門

ω内
側
f

岬

4
F
ル
aear
h

町
展
大
賞

町
展
賞

大
井

啓
子
（
平
柳
）

勝
回

啓
チ
（
笹
川
）

中
川
恭
子

（殿
町
）

水
品
良
了

（
境

）

土
居
と
み

f
（平

柳）

大

菅

澄
了

（
神
田
町
）

鹿

熊

和

T
（
殿
町
）

深
松
多
恵
子
（
荒
川
）

広
田
敏
男

（骨
平
野
）

竹
内
降
智
（
笹
川
）

布
川

明

美
（
幸
町
）

奨
励
賞

本
土

ー

作~I 

？士、弓·r;t1r~~. ： ;. 
，， ー 冨 a 帽’・.' 益．． ・.:.; ...邑； z
I :;・ .... ·－~ .... －·~き，；：.；r ~~ 
111~~ n・・ 1・べz ． 

刻＼~.~~

町
展
大
賞

町
展
賞

奨
励
賞

iを主
義
部
門

町
展
大
賞

町
展
貧

奨
励
賞

ゃ

tム｛
 

作

殿

村

和

同

（
迫
．
ト
）

上
沢

優

f
（
ギ
柳
）

広
川
凄
子
（
桜
町
）

寺

西

米
吉

（本

町
）

細
田
澄
江
（
本
町
）

小

林

雅

裕

（笹

川
）

償

山

茂

正

（荒

川

）

河
端
清
次
郎

（小
作
池
）

竹
中
睦
「
（
道
下
）

大

管

下

之

（神
凶
町
｝

事。叶．．、・

画伊劃

作

山
崎
俊
則
（
細
野
）

深
見
弘
夫
（
平
柳
）

折
谷
か
は
る

（道

下

｝

柳
沢

太

門

（泊

保
）

何

内

登

（桜

町

）

河
内
陣
子
（
粍
町
）

石
浦
邦
夫
（
小
川
中
）

由

井

勝

（舟
川
新
）

大

井

光

雄

（

泊

）

浜
閏
康
人

（泊

高

）

〈写
薗聞は
い
す
れ
も
町
慶
大
賞

の
作
昂
で
す
〉

－m
醇

絵
画
部
門

審

査

・員
炭
囚
幸

一

意
欲
的
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
定
ん
だ

作
品
が
多
く
、
制
中
．実
に
伸
展
し
て
い
て

心
強
く
思
っ
た
ω
し
か
し
、
会
場
の
広
さ

照
明
等
に
お
い
て
充
分
で
な
い
の
が
惰

ま
れ
る
。

町
展
大
賞
「
静
物
」
は
靴
と
網
に
よ

る
簡
潔
で
明
快
な
在
庫
と
線
、
剛
と
柔

と
の
調
和
の
あ
る
生
々
し
た
若
々
し
い

作
品
で
あ
っ
た
c

町
民
賞

「俗
物
」
は
泣
形
同
情
成
、
色

調
と
も
に
巴
か
で
あ
る
ゆ
発
色
が
少
々

鈍
い
が
味
わ
い
が
深
く
大
賞
に
劣
ら
ぬ

好
作
品
で
あ
る
‘

「初
秋
」
は
型
か
な

色
調
で
ボ
ナ
l
ル
の
よ・
7
に
、
川
柿
の
美

し
さ
は
デ
ュ
ワ
イ
の
よ
う
に
巧
ま
ざ
る

美
し
い
心
温
ま
る
作
品
で
あ
っ
た
。

－

部

門

審
査
員
水
品
藍
潮

昨
年
よ
リ
出
品
数
が
主
主
1

少
な
か
っ

た
が
、
大
作
と
力
作
が
増
加
し
て
見
応

え
の
あ
る
展
覧
会
と
な
っ
た
。

第
l
回
展
の
議
一品
で
希
望
し
た
、
臨

書
作
品
が
多
く
な
っ
た
の
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
ω

町
展
大
賞

「縁
側
」
は
、
迫
力
、
筆

勢
、
潤
渇
と
、
深
い
風
餌
砲
の
中
に
、
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
変
化
が
よ
か
勺
た
。

町
展
賞

「
漢
詩
」
は
、
野
心
の
な
い

素
朴
な
作
品
、
書
山
し
の
気
持
ち
を
最

後
ま
で
続
け
て
ほ
し
い
。
ま
た

「啄
木

鳥
」
は
、
啄
木
鳥
の
文
令
調
子
よ
し
、

こ
の
三
千
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
作
品
と

な
っ
た
。

彫
刻
・
工
芸
部
門

事併合．

M
殿
村
持
議

一
般
応
募
出
品
で
昨
年
よ
り

ω点
も

多
く
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
す
・
し
か

し
伎
法
の
耐
で
、
よ
り
一
一
射
の
’
川
ト
いか

望
ま
れ
ま
す
。

町
回
収
大
賞

「州
が
」
は
、
ヌ
ー
ボ
ー

（
抽
象
）
的
な
よ
械
を
木
彫
で
ぶ
み
た

の
が
お
も
し
ろ
い
が
、
や
や
Hm悠．小川化

が
気
が
か
り
で
あ
る

町
展
賞

「出
る
－
K
L
は
．れ
こ
う
像
で

9I
r
Z安
定
に
〈
－
h

べ
て
、
上
下
身

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

Hι
打
、
今
後
の

精
進
を
則
待
し
ま
す
。
「制
引
入
院
」
は

制
粉
ル
編
で
倒
的
彫
彩
し
た
小
作
品
で
、

技
術
の
安
定
き
は
認
灼
・り
れ
る
も
の
の

躍
動
感
が
し
7
少
し
は
し
か
勺
べ

写
真
部
門

事
A
H
H

浦
山
秀

一

ヘー凶
、
焼
く
感
じ
た
ニ
と
は
、
昨
年

に
比
べ
て
全
体
の
レ
ベ
ル
が
数
は
と
尚

く
な
り
、
し
か
も
、
ど
の
作
品
も
ま
じ

め
に
取
リ
組
ん
で
あ
り
努
力
の
あ
と
が

立
っ
き
り
と
長
じ
ら
れ
ま
す
．

ー

！

i

・

町
展
大
賞

「・勺の
小
の
府
松
林
」
は

幾
何
学
模
様
が
と
て
も
よ
く
、
そ
の
上

造
形
美
に
出
ん
で
い
る
u

と
て
も
繊
細

な
作
品
て

一
耐
の
日
本
画
を
忠
わ
せ
る
ω

町
展
賞

吋’U
馬
崎
町
弘
山
」
は
高
山
刷

物
を
ポ
イ
ン
ト
に
選
ん
で
背
景
の
山
肌

や
景
山
朽
を
配
し
た
治
想
が
と
て
も
よ

い
ω

「秋
映
し
は
木
陰
か
ら
差
し
込
む
光

が
と
て
も
幻
州
心
的
で
あ
り
、
力
強
い
幽

…山
崎
成
に
な
っ
て
い
る
。
絡
ま
リ
返
っ

た
山
村
で
の
生
活
ぶ
り
や
風
情
が
よ
く

表
攻
さ
れ
て
い
る
。

(5) 

内

3
n
h
r
l
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前年度と比べると

－清帰事業等

・住宅建設事業

・都市計画街路事業

．道路新設改良事業

｜教育条件の整備 ｜

．小中学校運営費

・朝日中学校建設事業

．公民館等社会教育費

．不動堂遺跡整備事業

．スポーツ振興費

・総合グランド夜間照明事業

｜産業基盤の整備 1

．水田利用再編対策？を

．農道盤備事業

・農村総合整備事業

．林道の開設と舗装

・漁港改修事業

・漁業集落環境控備事業

．商工業振興費

・観光事業

｜郷土の保全 ｜

．消防ポンプ車購入

歳 入

歳 出

5｛意6,517万円

5億6,286万円

12.9% 
増加しました。

13.2% y 

一一一一一一一
6, 163万円 －災害復旧事業 2,264万円

H意7,273 となっております。

1,594 このほかに広域国考委業負担金7.147万円．公償費21意4,023

1 ｛意6,687 万円などがゐ提出の主なものです。

｜特 別 会 計｜
剖意3,380万円

歳入 歳出 差引

7iPl 万円 万円

6f意1,325 。国 保会計 64.906 62.806 2, 100 

3,582 。診療所会計 3,891 3,406 485 

2,039 。 簡易水道会計 1,473 1,441 32 

1,306 ＠用 水 会計 418 418 。
4,400 。奨学資金会計 23 6 17 

。保健文化賞会計 265 265 。

6,219万円

1 億4,166 

1 億2,582

5,229 

1,085 

2 780 

5,213 

1,574 

780万円

業 会 計 ｜（泊 病院）
歳入 歳出 差ヲ｜

力川 Ji Pl 万円

収益的収支 110. 365 114,499 ム4,134 

資本的収支 4' 151 6,033 ム1,882

自十 114 '516 120,532 ム6,016

町民1人あたり決算額

歳 出 （目的 別）

款 決 算 富民 町民 l人あたり

議 ~ h、 費 73, 119千円 ~.812同

総 務 費 479,330 24,991 

民 生 費 672,977 35,088 

i車5 生 費 169,676 8,847 

労－ ｛動 費 34,759 1,812 

農林水産業費 640,643 33,402 

商 工 費 74,603 3,890 

土 木 費 475,038 24,767 

j肖 ド'JJ 費 109,583 5,713 

教 脊 費 1,019, 386 53, 148 

災害復旧費 22,641 1, l80 

公 f貧 を聖 240, 235 12,525 

諸支出金 139,880 7,293 

ムa、 計 4,151,870 216,468 

qUFOη
ノ

ι

(6) 
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55年度町の決算報告
く〉あらましく〉 昭和55年度の決算額は一般会計と特別会計合わせて

歳入 49憶5'136万円 （前年度 43億8.619万円）

歳出 48億3,529万円 （前年度 42億7,243万円）

｜一般 会計 1

0収 支 8,973万円の黒字

昭和55年度の一般会計決算額Ii,

店長入 42億4,160万円 （前年度37憶し863万円）

歳出 41億5,187万円 （前年度36億2.154万円）

で前年と比較して，歳入では5億2,297万円. 14.1%の増

歳出では5｛意3,033万同. 14.6%の地になりました。

歳入歳出差引額は8,973万円となり．また歳出の中には

将来の財政の調整資金として l億円の積立金があり．財

政の健全化に努めています。

。 歳 入

地方交付税は11億、9,103万円

歳入決算のうち最も多いのは地方交付税てス前年度よ

りl憶l,639万円， 10.8%の増となり成人の28.1%を占め

ています。次いて恒I.県支出金の9i.l8,805万円で前年度

より 12.3%の噌で歳入の23.3%にあたリます。

町税は8｛意5,929万円， 9.8%の増て二町民 1人あたリ

44,801円になります。このほかに朝日中学校建設．町営

住宅建設．道路新設改良等の各事業にあてるための町償

4f意2,140万円，保育料l憶2,166万円．林道事業や農道事

歳入の状況

(7) 

業などにあてた分相金If意4,457万円などが歳入の主なも

のです。

。 歳出

投資的経費は17億5,624万円

歳出決算を目的別にみますと，大きな比率を占めてい

るのは教育費．民生't.¥>，農林水康業費で全体の56.2%と

なっています。

次に性質別に分類すると．義務的経費36.4%投資的経

費42.3%. その他の経費21.3%となります。

歳出の内容を 「生活環境の整備」「教育条件の整備」「産

業基盤の整備」「郷土の保全」の4大施策別にその主なも

のを列挙しますと

｜生活環境の整備 ｜

．心身障害者医療費

．老人医療費

・乳児等医療費

．保育所運営費

・児童手当の給付

－予防接種と住民検診

．泊病院への出資

・簡易水道事業への助成

歳出の状況

1,135万円

lf意6,146 

455 

3f意4,219

1 979 

1,521 

2' 151 

7 168 
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留
保
だ
よ
り

保
険
証
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
か

11¥ 3 I 6号ー

〈
保
険
証
は
あ
怠
た
の
健
康
を
守
る

大
切
怠
鉦
’
v

保
険
証
は
、
正
し
く
は
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
い
い
ま
す
。
国
保
に

加
入
す
る
と
、
一
世
帯
に
一
枚
ず
つ
交

付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
は
、
国
保
の
被

保
険
者
で
あ
る
と
い
う
証
明
書
で
あ
リ
、

同
時
に
、
加
入
者
の
権
利
を
保
障
し
、

数
十
万
円
、

数
百
万
円
の
サ
ー
ビ
ス
を

生
む
大
切
な
証
書
で
す
。

保
険
証
な
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
、
医
療
費
は
ん
去
制
自
明
と
な
リ
ま

す
。他

人
に
惜
回
し
た
り
、
借
り
た
り
、
治
療

が
終
わ
っ
た
後
、
病
院
に
傾
け
っ
ぱ
な

し
に
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
不
正
に
使
用
す
れ
ば
剖
せ
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
心
一
寸
｝
も
っ
た
保
険
証
で
す
。

大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

〈
保
険
証
の
手
続
き
は
ち
ゃ
ん
と
し

て
い
ま
す
か
〉

保
険
・証
は
2
年
ご
と
に
切
り
検
え
ら

れ
ま
す
。
今
年
叩
月
1
日
に
新
し
い
保

険
証
が
手
も
と
に
届
い
た
と
思
い
ま
す
。

古
い
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
険
証
を
な
く
さ
れ
た
場
合
と
か
、
記

載
事
項
に
牽
史
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
凶
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ひ…一さ報… あ広

返
還
や
届
け
出
の
手
続
き
会
』
怠
る
と
、

あ
な
た
自
身
、
思
わ
ぬ
鍋
害
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ

・νO
一
枚
の
保
険
証
に
宿
る
相
挟
の
心

交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
、

国
保
へ
届
け
て
い
ま
す
か
。

〈
受
通
事
担
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ
（
役

場
環
境
保
健
課
国
保
係
〕
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
〉

み
ん
な
を
一
瞬
に
し
て
不
念
十
に
陥
れ

る
交
通
事
故
、
く
れ
ぐ
れ
も
討
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
も
し
万

一
、
不
全
十
に
も

交
通
事
故
に
直
っ
た
場
合
に
、
間
明
書
問

怖
と
国
保
と
の
関
係
で
よ
く
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
被
害
者
は
、
本
来
治
療
費

を
加
害
者
か
ら
支
払
っ
て
も
ら
い
、
そ

れ
で
ケ
庁
の
治
療
会
v
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
加
害
者
が
す
ぐ
に
は
損
害
賠

償
を
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
場
合
な
ど

の
時
に
は
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る
ニ

と
が
で
き
ま
す
。
で
も
そ
の
場
合
、
国

保
か
ら
の
給
付
は
あ
く
ま
で
も
一
時
の

た
て
か
え
と
し
て
医
療
費
を
出
す
わ
け

で
す
か
ら
、
国
保
多
使
、
7
場
合
は
必
ず

〔役
場
環
境
保
健
課
国
保
係
〕
へ
属
け

出
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
ま
わ
り

の
人
も
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

〈
安
易
な
示
肢
は
気
を
つ
け
て
〉

加
害
者
と
の
聞
で
示
談
が
行
わ
れ
る

と、

一
般
的
に
被
害
者
と
国
保
は
そ
れ

以
後
・
不
談
の
内
容
に
従
う
ニ
と
に
な
り

ま
す
。

た
と
、
え
ば
示
談
書
に
、
医
療
費
は
閏

保
多
使
っ
て
済
ま
せ
る
と
い
う
よ
う
な

内
容
易
盤
リ
こ
む
と
、
ポ
談
の
成
立
以

後
は
加
害
者
に
医
療
費
の
掛
害
賠
償
の

請
求
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
安
易
な
・v小
談
は
、
国
保
の

娘
失
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
被
害
指
’
H

身
に
思
い
が
け
な
い
医
療
費
を
負
わ
せ

る
結
果
と
な
リ
ま
す
。

（必
ず
）〔役
場
環
境
保
健
諜
国
保
係
〕

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一小
談
は
慎
瓜
に
｜
後
遺
ι虻
と
い
う
・
｝

と
も
あ
り
ま
す
。

O
事
故
の
無
届
け
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と

昭
和
何
年
度

国
保
会
計

執
行
状
況

保険税
If意8,997万円

被保険者 l人当り

38,084円

29.26% 

健
康
づ
く
り
に

取
り
く
ん
で
い
ま
す
か
？

(8) 

療養緒’E

st意3,682万円

被保険者 l人当り

107,623円

85.50% 

6億2,805万円

125, 914円

Id: 

ち
ゃ
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う

国·~支出金
4 t憲3,908万円

被保険者 l人当り

88,027円

67 .65% 

その他'8f1310万円・ 被保

険者 l人当リ621内0.5%

その他収入190万円・彼保

険者 l人当り381円0.3%

編入金800万円被保険者

1人当リ 1,60・内1.23%

~、

国
保
税、J

55年度滞納額 359万円

6憶4,906万円 執行済額

130.123円 被保険者 1人当り

収入済額

被保険者 1人当り
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5
月
に
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
め

ら
れ
、
候
補
者
等
の
氏
名
や
後
徒
同
体

の
事
務
品
川
、
連
絡
所
、出問
成
H
を
表
が

す
る
ポ
ス
タ
ー
、
ス
テ
ゾ
カ
ー
は
、
選

挙
期
間
中
で
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

禁
止
さ
れ
ま
し
た
の

従
来
は
、
実
態
が
あ
れ
ば
掲
げ
ら
れ

fニ
0
0
0
0後
援
会
連
絡
所

－

と
い
っ
た
ス
テ
γ
カ
i
も
、
こ
の
改
正

に
よ
り
掲
げ
る
こ
と
は
て
き
な
く
弘
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
一戸
U
な
ど
に
描
・ぶ

さ
れ
て
い
る
と
ニ
ろ
が
比
う
け
ら
れ
ま

す
。こ

の
よ
7
な
規
制
の
対
象
と
な
る
ス

テ
Y

カ
l
等
に
該
当
す
る
も
の
を
叫
ぶ

し
て
い
ま
す
と
違
反
で
す
か
ら
、
速
や

か
に
取
リ
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
3
コー
ス
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す｜

数
点
良
女
員
会
が
毎
年
開
講
し
て
い
る

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
打
成
泌
庄
は
、
日

月
6
臼
を
以
っ
て

一
応
議
住
期
間
が
終

了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

l
ス
で
目
標
に

向
っ
て
白
、
王
活
動
を
進
め
て
わり
ら
れ
ま

す
。

＠
悩
祉
活
動
コ
ー
ス

ア

子

話

講

座

日

名

か
た
ば
み
手
話
の
会
を
仕
切
成
、

引
工
業
統
計
調
査
」

『

附
工
業
実
態
基
本
調
査

一に
ご
協
力
を

崎

l
C
4釦
統
計
調
査
L

通
省
産
業
省
で
は
昭
和

田
年
ロ
月
別
日
現
L

忙
で
、

昭
和
町
年
工
業
統
計
調
資
、
工
業
実
態

ぷ
本
調
査
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統

計
調
査
の
3
調
査
を
同
時
に
実
植
し
ま

す
。工

業
統
計
調
査
は
、
型
造
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
製

造
口
聞
の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
組
、
有

形
凶
定
資
産
額
な
ど
を
調
査
し
、

工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
工
業
実
態
法
本
調
命
は
、

5
年

ご
と
に
家
施
さ
れ
る
調
査
て
、
製
造
業

を
営
む
卒
業
所
の
7
ち
通
産
省
か
ら
指

定
さ
れ
る
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
製

造
品
版
完
頼
、
阪
金
山
間
一
向
、
外
一
慌
の
状

況
な
ど
を
調
盆
し
、
工
業
の
粍
営
の
実

態
を
明
、
り
か
に
し
、
中
小
’
工
業
肱
策
の

ぷ
健
資
料
ふ
得
る
こ
と
を
日
的
と
し
て

い
ま
す
。

担造業の
みなさん男

性
も
参
加
さ
れ
て
た
だ
今
日

名
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
養

成
コ

l
ス

ハ
名

地
区
の
各
種
会
合
等
で
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
の
指
導
に
活
路
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
郷
土
学
山
内
コ
ー
ス

げ

名

V
T
R
の
捻
術
を
収
得
し
、
町

の
有
形
、
無
形
の
文
化
材
を
収

イ

さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
泊
代
附
造
統
計

調
作
は
、
制
点
造
業
を
や
い
む
従
業
い
れ
数
列

人
以
上
の
伝
来
一
昨
を
対
象
と
し
て
、
燃

料
の
受
人
抗
、
川
注
別
泊
代
川
、
め
州

民
な
ど
を
調
kuし
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
例
代

の
庫
業
別
、総
…
似
別
、
地
域
別
Mm成
を
と

ら
え
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
い
ま
す
れ

調
併
を
お
願
い
す
る
制
点
叶
叫
が
業
所
に

は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
作
U
が
淵

止符
乎
乞
作
勺
て
お
判
い
し
凶
は
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
ナ
υ

な
お
、
淵
K

汁．釈に
・必
似
さ
れ
た
内
科

は
、
同
や
地
打
公
共
川
体
の
作
業
桃
進

政
策
、
中
小
余
業
地
取
な
ど
の
・け
ん来
の

た
め
の
法
礎
資
料
と
し
て
則
い
・
り
れ
る

は
か
、
一
般
余
業
の
伯
尚
要
予
測

・
設
備

投
資
汁
幽
な
ど
広
範
に
判
別
さ
れ
ま
す

が
、
統
計
以
外
の
日
的
、
例
え
ば
・ぷ
似

の
資
料
主
ど
に
仙
川
さ
れ
る
ニ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

録
中
旬
し
か
し
、
機
械
等
の
関

係
で
充
分
な
校
術
収
得
に
は
王

り
ま
せ
ん
が
、
丈
化
財
党
議
の

銑
…
窓
に
も
、
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
予
で
文
化
財
を
録
酬
し
．

編
集
し
て
、
広
く
み
な
さ
ん
に

制
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
お
た
だ
今
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、

「続
開
所
と
そ
の
周
辺
の
物
一
訪
」
で
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、

教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
の

(9) 
q
J
P
o
q
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着飾るよりも昭和56年度朝日町成人者名簿照会 心に日青着を

この名簿は、昭和36~手 4 月 2 日から昭和37~手 4 月 l 日ま

でに生まれた、昭和56年度成人議当者を記鍛したものです。

この名簿に記織もれになっている方や学生で住民票がな

いため、名簿に記載されていない方で朝日町で成人式に出

席を希望される方は12月24日までに教育委員会事務局（電

I! 2ー1104）へお知らせください。ご連絡のない織合、成人

者名簿に記敏されないことがありますからご了承ください。

なお、成人式は昭和57~手 l 月 15 日（金）午前10島幸から朝日

町勤労青少年体育センターで行う予定です。
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富
山
県
婦
人
の
翼
に

参
加
し
て

第
l
回
団
員

江
湖

泰
子

・ ~ 3 I 6号 0・・・・・・

さ
る
8
月
初
日

1
9月
5
日
ま
で
、

西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
し
、
高

山
県
婦
人
幹
部
の
海
外
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
「富
山
県
婦
人

の
泌
」
と
し
て
今
年
か
ら
始
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
第
一
回
の
団
長
と
し
て
、

朝
日
町
代
表
の
立
場
で
参
加
さ
せ
て
似

き
ま
し
た
こ
と
会
ふ
十
せ
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
自
分
の
目
で
見
、
可
で
聞
き
、

体
験
を
通
し
て
国
際
的
視
野
を
広
め
、

内
？
の
聞
の
人
々
の
考
え
方
や
、
生
活

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ひさあ

〈
西
ド
イ
ツ
で
の
受
流
会
〉

報 0・広

こ
こ
で
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
西
ド
イ
ツ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
活
発
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
内
状
は
、
日
本
の
そ
れ
と
は
大
分

違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

促
進
法
が
附
年
に
法
律
化
さ
れ
、
身
分

保
障
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
。
報
酬
は
、

月
額
捌
マ
ル
ク
（
日
本
円
で
2
万
3
千

円
限
度
）
住
み
込
み
の
場
合
は
、
食
費

は
無
利
職
業
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
西
ド
イ
ツ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
芽
生
、
え
た
の
が
戦

後
で
、
無
線
酬
で
あ
っ
た
が
、
無
報
酬

故
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
子
る
人
が

少
な
く
な
り
、
核
家
候
生
活
が
常
識
と

な
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
で
は
、
ど
う
し
て

て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
た
め
に

立
法
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

註
自
す
べ
き
は
、
兵
役
と
奉
仕
活
動
が

同
等
に
考
え
ら
れ
、
口
歳
か
ら
お
歳
ま

で
の
背
年
時
代
1
年
半
の
兵
役
義
務
が

あ
り
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
者
は
代
償
と

し
て
障
害
者
や
老
人
の
た
め
に
2
年
間

奉
仕
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
ト
キ
ヲ
に
法
律
と
、
報

酬
に
支
え
ら
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
、
若
者
の
m
uh
が
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ア
メ
リ

カ
型
で
、
愛
情
、
善
意
、
余
力
と
自
分
の

持
っ
て
い
る
能
力
で
、
誠
意
の
こ
も
っ

た
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
身
分
保
障

も
、
報
酬
も
な
い
の
で
は
、
長
続
き
し

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後

高
齢
化
の
進
’
付
と
と
も
に
社
会
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
必
要
主
両
ま
る
こ
と
を
思

う
時
、
市
民
に
定
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
育
て
る
た
め
に
は
、
西
ド
イ
ツ
明

の
あ
り
方
も
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
・
っ
か
。

婦
人
圏
内
研
修
終
る

ー
長
野
県
丸
子
町
の
幹
部
と
交
流
l

今
年
の
絹
入
国
内
研
修
は
、
叩
月
幻

自
か
ら
ぬ
日
ま
で
、
婦
人
団
体
幹
部
げ

名
が
参
加
し
、
は川ドボ
一県
の
国
立
婦
人
教

育
会
館
で
行
い
ま
し
た
。

国
立
婦
人
教
育
会
館
で
は
、
班
別
研

修
と
し
て
、
「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
」
に
つ

い
て
研
究
協
議
し
、
朝
日
町
の
現
状
を

反
省
し
、
将
来
に
向
つ
て
の
展
望
を
討

論
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
研
修
で
は
、
長
野
県
九

子
町
婦
人
団
体
幹
部
の
打
々
と
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。
九

f
町
は
、
婦
人
の

社
会
参
加
が
償
鍾
的
な
所
で
、
教
育
を

民
な
ど
は
、
公
選
時
代
か
ら
婦
人
委
員

を
送
り
出
し
、
任
命
制
と
な
っ
た
今
も

5
人
の
委
員
中
2
人
は
婦
人
－で
あ
り
、

チ
供
を
育
て
る
婦
人
が
、
教
育
行
政
に

参
加
す
る
こ
と
が
当
然
と
い
う
考
、
ぇ
方

が
町
民

一
般
に
も
理
解
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
ま
た
婦
人
の
政
治
研
究
グ

ル
ー
プ
が
中
心
に
町
議
に
も
婦
人
を
送

り
、
政
治
、
文
化
、
教
育
の
あ
ら
ゆ
る

〈
長
野
県
丸
子
町
の
瞬
部
と
受
斑
〉

場
に
婦
人
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
実

態
を
聞
か
せ
て
民
き
、
社
会
の
円
満
な

発
展
は
両
性
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
実
践
を
も
っ
て
ぶ
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
さ
、

リ
ー
ダ
ー
を
支
え
る
み
な
さ
ん
の
協
力

の
噂
さ
を
し
み
じ
み
と
聞
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
婦
人
の
生
活
の
向
上
も
、

一

般
社
会
の
進
歩
も
、
よ
さ
リ
ー
ダ
ー
が

あ
っ
て
こ
そ
と
思
い
ま
し
た
。

私
達
も
、
朝
日
町
発
展
の
た
め
、
婦

人
自
身
の
前
進
の
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー

を
支
え
、
後
継
者
参
A
q
m
に
導
き
、
次
代

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
を
奮
い
、

夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
熱
気
溢
れ
る

中
に
話
し
合
い
が
続
き
ま
し
た
。

宿
泊
研
修
の
よ
さ
会
身
を
も
っ
て
体

験
し
、
幹
部
同
志
の
心
の
ス
ク
ラ
ム
が

し
っ
か
り
と
組
ま
れ
て
い
く
の
表
』
感
じ

ま
し
た
。

こ
の
成
来
は
、
必
ず
や
今
後
の
活
動

に
表
わ
れ
る
こ
と
と
伝
じ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
忽
い

工
場
や
商
店
で
働
＜

皆
さ
ん
ヘ
融
資
の

お
し
ら
せ

町
で
は
、
労
働
組
ム
H

め
な
い
工
場
や

商
店
で
働
く
勤
労
者
の
皆
さ
ん
の
た
め

に、
「高
山
県
勤
労
者
信
用
法
令
協
会
」

へ
広
金
を
附
託
し
て

「労
働
金
庫
」
か

ら
の
融
資
を
つ
け
ら
れ
る

4
7利
便
を

は
か
つ
て
い
ま
す
。

生
活
資
金
を
は
じ
め
、
結
婚
資
金
、

f
弟
の
教
育
資
金
、
住
宅
の
新
築
－

m

改
築
、
宅
地
の
熔
入
等
、
勤
労
者
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
た
め
の
全
て
の
資
金

の
融
資
が
‘
つ
け
ら
れ
ま
す
。

融
資
を
つ
け
た
い
万
は
、
次
の
と
こ

ろ
へ
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

聞
い
A
H
せ
先

O
朝
日
町
役
場
産
業
課
商
工
水
産
係

官

3
1
1
1
0
0内
線
日

O
労
働
金
庫
魚
浮
支
店

（宮
0
7
6

5
1
n
｜

2
1
3
5）
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安
令
蓮
転
5
則

。
安
全
速
度
を
必
ず
｛
寸
る

無
事
故
で
年
末
・
笑
顔
で
年
始

み
ん
な
で
守
る
つ
交
通
ル
！
ル
と
マ
ナ
ー

,i・'; ~，，，.－：. 
交
通
定
会
運
動

。
。

0 

.）ラ

き

。。
報..・ e・.....・ e・－あ

年
末
・
年
始
は
と
か
く
交
通
が
ふ
く

そ
う
し
、
気
ぜ
わ
し
き
も
加
わ
っ
て
事

故
の
誘
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
時

期
で
す
の
で
町
民

一
人
ひ
と
り
の
自
覚

と
実
践
に
よ
リ
、
欽
酒
運
転
等
無
謀
運

転
め
絶
滅
と
交
通
弱
者
め
保
殺
を
徹
底

し
、
交
通
夢
散
、
特
に
死
亡
巣
飲
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

……広

ロ
月
日
日
1

1
月
刊
日

。
話与語る喜与？
運る亭点ブ
転止．での
はでは手
絶積必前
対断ずで

'c ~ i 0 
な者を｜

の確ド
安かを
全め落

。。。運
動
の
量
点

・
欽
酒
・
暴
走
運
転
の
追
肱

・
子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

・
積
雪
、
凍
結
時
の
交
通
事
故
防
止

－
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
推
進

年
末
・
年
始
の

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年

末

燃
え
る
も
の

燃
え
な
い
も
の

ロ
月
m
U
B
迄

ロ
月
お
日
迄

年

始

燃
え
る
も
の

1
月
4
日
よ
り

燃
え
な
い
も
の

1
月
日
日
よ
り

※
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
左
域
し

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

郵
便
局
だ
よ
り

年
賀
状
の
引
受
け
は

ロ
月
日
日
か
ら
グ

年
賀
状
の
準
備
は
も
っ
お
摘
み
で
す

か
．
年
の
始
め
に
年
賀
状
多
交
換
す
る

風
習
は
、
我
が
国
独
特
の
も
の
で
す
が
、

お
正
月
に
家
族
そ
ろ
っ
て

一
通
一
過
の

年
賀
状
に
目
を
通
す
こ
と
は
大
変
た
の

し
い
も
の
で
す
。

年
賀
状
の
引
受
け
は
ロ
月
日
日
か
ら

始
ま
リ
ま
す
。
早
目
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

ー
ー
郵
便
メ
モ
l
l

。
あ
て
名
は
く
わ
し
く
は
っ
き
り
と
グ

郵
便
物
に
と
っ
て
あ
て
名
は
い
の
ち

で
す
。
あ
て
名
は
詳
し
く
ハ
ツ
キ
リ
と

お
書
き
く
だ
さ
い
。

。
あ
ら
か
じ
め
方
面
別
に
区
分
け
を
グ

年
賀
状
を
お
出
し
に
な
る
と
き
は
町

内
、
自
県
内
、
他
府
県
あ
て
に
分
け
て
簡

単
な
紙
札
を
つ
け
て
お
山
I
Y、
だ
さ
い

0

0
亦

で

年

貨

の

者

が

を

私
製
は
が
き
な
ど
お
年
・も
つ
き
年
代

は
が
き
以
外
の
は
が
き
を
年
鎖
状
と
し

て
お
出
し
に
な
る
と
き
は
、
年
伐
と
朱

書
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
表
示
が
な
い

と
一
般
の
郵
便
物
と
し
て
年
内
に
配
達

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

｜
遣
さ
友

近
く
に
思
う
年
賀
状

l

図
書
館
だ
よ
り

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館

1

新
し
い
本

翼
あ
る
も
の

上

下

莱

本

奮剤

死

の

器

上

下

森

村

誠

一

地

の

指

紙

本

清

鋭

自

白

和

久

峻

三

け
も
の
道
に
良
を
州
慣
れ
勝
目
梓

戦

士

の

挽

歌

大

蘇

春

彦

定
曇
野

全

五

巻

白

井

吉

見

峠

の

群

像

上

堺

屋

太

一

赤

穂

浪

士

船

戸

安

之

江
戸
の

素

顔

山

手

樹

一

郎

物

語

の

寺

徳

永

隆

子

典

子

は

、

今

松

山

善

三

北

国

通

信

波

辺

淳

一

め
ぐ
り
逢
い
紡
い
で
は
ら
た
い
ら

な
ん
て
美
し
い
女
性
だ
ろ
う

千

宗
主

美

し

い

老

い

の

秘

訣

田

中

澄

江

働
く
女
性
の
キ
ッ
チ
ン
ラ
イ
フ

小
林
カ
ツ
代

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
光
と
陰

科
学
制
H

全
八
巻

筏
山
紀

μ

カ
ラ
ー
図
説
日
本
大
歳
時
記

篠
山
紀
倍
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

現
代
中
園
地
名
僻
典

講
談
社

和

泉

新

日

換

辞

典

僚

除

書

店

年

賀

状

デ

ザ

イ

ン

集

有

紀

書

房

イ

ラ

ス

ト

年

賀

状

有

紀

書

房

十
二
支
年
賀
状
・
い
ぬ
年
有
紀
書
房

年

賀

状

の

書

き

方

大

井

川

霞

南

年

賀

状

図

案

削

集

平

凡

社

版

画

の

年

賀

状

九

段

工
房

収
納
と
盤
埋
め
大
百
科
主
婦
の
友
社

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト
ケ

ー

キ

ひ

か

り

の

く

に

圧
力
な
べ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
村
上
昭
チ

相
子
と
マ
フ
ラ
ー
と
予
袋

崎
人
生
前
社

、ts
’
nF白－－－－

A
 

’’EE
‘、

こ
ど
も
の
本

く
つ
っ

て
だ
い
す
き
、
も
し
も
し
お
か

あ
さ
ん
、
ム
ス
テ
ィ
と
ブ
ラ
ン
コ
、
ム

ス
テ
ィ
と
に
わ
と
り
さ
ん
、
ム
ス
テ
ィ

の
ペ
ン
キ
ぬ
り
、
き
つ
ね
と
っ
さ
み
そ

う
、
ミ
ツ
キ
ー
の
し
よ
う
ぼ
う
し
他

図
書
館
は
悩
社
セ
ン
タ
ー
3
階
に
あ

リ
ま
す
。
k
干
の
貸
出
は
．

1
人
2
冊
2

週
間
、
笹
川
料
で
す
。

（~内～v～~v・-..w～…＿，～～山小仏－.，，.－－－..～

こども映画の会

12月 19日（土）

13 : 30～l 4: 30 

朝日町立中央図書館

（福ネ止センター 3階）

入場無料

日時

会場
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上

道

下

長

井

保

男

二

男

大

輔

平
柳
1
区

平

野

幸

一

長

女

暁

子

月

山

津

田

雑

文

長

女

明

子

草

野

吉

江

佐

登

志

長
女
身
奈

草

野

折

戸

和
義
長
女
裕
美

長

野

大

森

裕

一

二

男

玲

長

野

大

森

絡

一
三
男

倫

辻

岩

崎

水

野

兎

付

二
女

亜

希

山

王

小

浅

孝
宏

長
女
栄
津
子

お
＠
稿
、
お
金ad、瓜v

m
w

（昭
和
同
年
日
月
同
日
現
在
）

一

お
す
ニ
や
か
に

同
情
合
併
日
川
智
仁

二
男

泰
士

山

崎

竹

谷

進

一
二
女

都

ん

川

崎

建

部

喜

久

男

長

女

綾

香

崎
山
門
内
和
彦

二
次

恵

美

f

目

的

店

内

和

彦

三
女

高

美
子

笹

川

長

井

昌

弘

二
女

尚

美

東

草

野

岡

本

正

二
女

意

希

東

草

野

岡

本

政

彦

長

男

一
少

松

涛

町

渡

辺

功

二
男

剣

お
し
あ
わ
せ
に

O
中

町
宮

崎

O
東
省
中
野

新

潟

県

O
東

草

野

草

野

追米 西 寺 内草

ご案内

政相談

第 l、3火地日

午前10時～午後 3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（宮 3-0050) 

A人権法律・登記相談
日時 12月15日（火）

午後 l時～午後 4時

朝日町福祉センタ一

人権擁議委員

上回憲二（宮 2-0127) 

在回祐芳（ft2 -2164) 

草野三郎（宮 2-1034) 

魚津法務局職員

相談ごと

ム行

8 時

場所

相談員

場所

相談員

分田山崎細野

美 博 清 勝喜勝

代務 美 義 子 ｜導

A心配ご と相談

時毎週火曜日

午前10時一午後 3時

朝日町福祉センター

（宮 3ー0576)

ム交通事故巡回相談
①日時第 1・3月曜日

午前10時～午後 3時

黒部市中央公民館

第 1・3水曜日

午前10時～午後 3時

県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

O
西

町

入

善

町

O
向

陽

町

黒

部

市

O
上

道

下

北

海

道

O
上

道

下

大

家

庄

O
上

道

下

北

海

道

O一
半
柳
2
区

魚

津

市

O
B
東

町
谷

O
縦

町

黒

部

市

o
w怜
町

大

家

庄

O
H

山

千
来
月
町

O
月

山
黒

部

市

0
・矢

野

大
沢
野
町

所

日

ま易

品 ili:Hi i可山河堂大中南編平副平伊長伊竹白霜内向漬末
場所

②臼時
上

幸

明

田

洋

美

端

俊

則

回

寿

美

子

組

光

雄

十れ
ひ
と
み

中

克

藤

紀

子

崎

成

賢

策

志

様

子

図

俊

彦
附
則

乙
’

Z
労工一kr

’’
 f

t
J
 

回総本村本村用品肝 1支I也氏

春 立 真勝目育 if.fll負 i~r 締 J必；澄場所

O
羽

入
藤

塚

O
山

王

山

王

O
殿

町

黒

部

市

O
待

問

黒

部

市

O
紘

一

線

辻

岩

崎

伎 美 Jill.之美存

お
く
や
み

境
k
J吋

巾山

一内

下

町

舵
川
4
I
H

栄

町

月

山

泌

ノ

瀬

羽

人

羽

入

金

山

予
清大竹大西 j易笹作 大 水

秀西小様車公 江 ｜詞小田｛山水議内蔵村品川出演島

永凶含田舎端部 i寒 村 名

正軍： i学真聖文 1愛 政 京 成サ
（
以山
）

シ
（
苅
）

秀
（
前
）

久

松

（
日
）

義
之
助
（
九
）

か
つ
ゑ
（
η）

よ

リ

（∞∞
）

す

か

（
mw
）

市
次
郎
（
卯
）

政

治

（
侃
）

スヨ

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
方
々

か
ら
善
意
の
傾
託
が
あ
リ
ま
し
た
。

｛－ 二

川
内
記
代

f
き
ん
よ
リ
女
鰍

f憲

マ
本
町

t

E

．32日

必
令

S
U

マ
本
町

と
く
れ
さ
ん
よ
リ

3
f刊

マ
と
く
名
さ
ん
よ
リ

3
M円

マ
山
崎
前
川
日
山
総
さ
ん
よ
り
山
崎

体
協
へ
6
万
円
を
指
定
得
付

マ
刺
日
町
錦
鯉
愛
川
町
会
さ
ん
よ
リ
3
ル

マ
山
市
林
や
い
さ
ん
よ
り

l
f川

マ
と
く
名
さ
ん
よ
り

2
．力

l
5
3
円

美 和 －r?fl ，三男

し
尿
汲
み
取
り
は

早
め
に
申
込
み
を
グ

し
以
処
河
川
場

へ
の
ト
昨
日
の
投
入
u
M
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
巾
込
み
ふ
及
父
け

て
も
ur〈
汲
み
取
る
・
｝
と
が
出
来
な
か

っ
た
り
ご
連
怨
を
か
け
て
い
る
ニ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

年
末
年
始
を
む
か
、
え
る
に
あ
た
り
、

し
以
収
集
業
務
が
円
滑
に
行
え
る

4
1、

使
備
が

一
一件
に
な
ら
な
い
先
に

（ま
だ

余
裕
の
あ
る
・7
ち
）
urめ
に
申
込
み
を

さ
れ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

汲
み
取
り
料
金

m
t

（

H
．h
）
刷
円

m
t
（
l
斗
）
侃
円

な
お
、

し
尿
汲
み
取
り
は
必
ず
衛
生

券
で
お
願
い
し
ま
す
。
（
現
金
で
の
支

払
い
は

一
切
受
付
ま
せ
ん
。）

、、．E
E

，，
n
4
d
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寸
何
年
度

「
｜
｜
女
子
ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

き

5
回
目
安
、
迎
え
た
ビ
l
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
は
、
今
回
、
女
子
の
部
の
み

と
し
て
き
る
日
月
お
日

・
幻
日
・
初
日
・

ロ
月
l
自
の
4
日
問
、
総
合
体
育
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
熱
戦
の
孫
を

L
’』
ド
し
さ
AFf』
れ
～
。

今
大
会
に
は
、
一

部
（年
齢剛
フ
リ
l
f

お
チ
i
ム
、
二
部

（
ω歳
以
上
2
名
市

場
）
お
チ
l
ム
、
計
引
チ
ー
ム
御
名
が

参
加
し
予
戦
リ
ー
グ

・
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
ト刀
式
で
試
合
が
行
わ
れ
成
績
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

報 ………・… あ一一広

マ
一
部

。
準
決
勝

さ
ざ
な
み

本

町

。
決

勝

さ
ざ
な
み

2 

ひ
ま
わ
り

大

休

2 の
L
E
E

’’l

や；

マ
二
部

＠
機
決
勝

桜

町
ブ
ル

l
n

4
a
E

，‘ー

エ
ン
ジ
ェ
ル

か
’
u
め

2 

ヨド

＠ 
エプ決
ン 1レ
ジ ｜勝
エ
’し
2 

桜

－m5回夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

泊
一
区
ヤ
ロ
ー
ズ
B

山
崎
婦
人
ク
ラ
ブ
に
栄
冠

ω月
初
日
以
米
、
男
女
将
チ
l
ム
制

名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
リ
・
仏
げ
・
り
れ

て
い
た
第
S
闘
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
は
日
月
げ
日
決
勝
戦
を
行
い
、

国幻

f

泊

一
区
ヤ
ロ
ー
ズ
B
、
女
子
山
崎
晴
人

ク
ラ
ブ
が
と
も
に
初
優
勝
を
飾
り
大
会

の
専
を
と
じ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と

お
リ
で
す
。

マ
男
子
の
部

。
ホ
決
勝

泊

一
区

ヤ

朝

日

町

。，u
l－
－

AU

ロ
ー
ズ
B

中
央
農
協

《》

ロ 泊決荒

lー末
ズ区勝
Bヤ 栄
2 2 
I I 
0 0 
荒藤

末

栄 塚

町

c cマ
レ山決レ山 1・＇｛ if＼ 女
｜崎 ｜崎策決チ
ク婦勝ク婦ク勝の
ラ人 ラ 人 ラ 昔日
ブパ プパブ
2 2 2 
I I I 
1 0 1 
背境‘ド
業 体
ク
ラ 協
ブ

”Huv 

鍋

H
M

且

z

麿’

府I

第
幻
田
町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
大
会

関f

マ
m
f
一
郎

mw一
川
崎

②
也
一
区

マ

出
力

f
二
部

m
vr八家
小
山

②
山

一
K

勺
(i) !;:, 
HI r 
一二 σ3 
lベRI¥

官
ー’”
 品川

脚

川

総点場 H
fr細
｛本 に 総 57
tl勺令年
目I＼い f-t>:
へて 在JI

は 節目 24
El 

第
お
岡
県
体
冬
期
大
会

ス
キ
l
競
技
会

計
年
1
月
幻
日
（
木
）
か

ら
M
日

（日）

。
主
会
場

宇
奈
月
町
溢
良
ス
キ
｜
場

。
そ
の
他

大
会
第
3
部

（惜
康
・
体

力
づ
く
リ
）
は、

綾
子
ス
キ
l
教
一訴訟

で
小
学
4
年
生
以
上
の
児
童
と
そ
の

殺
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
締

切
り
は
、
ロ
月
げ
日

（木
｝
で
す
の

で
詳
細
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会

屯
話
2
局
1
1
0
4番
へ
お
問
い
合

せ
く
ど
さ
い
。

。
期

日

ス
キ
l
毅
室

新
雪
と
楽
し
も
う

参
加
者
募
集

。
期

日

昭
和
町
年
l
月
幻
日
｛
上
）

か
ら
お
H
（月
）
ま
で
3

U
2泊

新
先
行
ス
キ
1
場

新
潟
以
妙
高
高
以
新
先
日

「
コ
ル
チ
ナ
荘
」

。〈〉

宿 会

泊 場

q
3
P
O円
。

。
対
象
者

。
初
心
者

・
初
級
者
・
中
級

者
。
朝
日
町
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
者

。
全
日
位
に
参
加
で
き
る
者

。
定

員

印
名

（申
込
み
順
）

〈〉
参
加
費

l
H
7下
円

（向
宏
保
険

料
歩
奇
む
）

。
申
込
み

。
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
？
え
、
申
込
み

金
5
千
円
を
添
・
え
て
申
込

む
。（
申
込
み
締
切
り
後
の

受
講
取
リ
消
し
に
つ
い
て

は
、
申
込
み
金
は
返
還
い

た
し
ま
せ
ん

φ

。
申
込
み
締
切
り

l
けは川
H
（上｝

。
申
込
み
・
閉
会
せ
先

朝
日
町
教
育
委
員
会

電
話

2

11
1
0
4

、、‘，，，
a凋
伺
a

．
 

．．．
 

，A 
，，SE
E

、

総
合
体
育
館
で
ス
キ
！

（無
料
）を
貸
し
出
す

総
合
体
打
航
で
は‘
h
h

、
刷
川
ん
会
さ

ま
に
い
m．
外
て
ス
ポ
ー
ツ
ル
長
し
ん
で
い

た
だ
く
た
灼
に
、
ス
キ
i
川
刊
の
町
山

し
－
燃
料
－
を
し
て
お
リ
ま
す
の
で
せ

い
ぜ
い
ご
判
川
く
だ
さ
い

なれ、

作
家
い
叫
に
む
い
て
利
川
し
て

い
な
い
ス
キ
l
川
れ
が
あ
れ
ば
勺
地
内叫

に
附
託
制
え
れ
ば
や
い
に
作
仁
ま
ず

代
山
し
浄
、
ぽ
川
制
に
円
い
て
は
総へ
H

体
行
館
．
川
ぷ

｛③
l
a
3
u
o
－ヘ
れ

川
い
ヘ
H

せ
刷
い
ま
す
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タ
バ
コ
が
健
康
に
よ
く
な
い
と
い
う

の
は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

「わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
：：：
」
、現

在
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
の

9
割
ま

内
で
が
、
で
き
れ
ば
禁
煙
し
た
い
と
望
ん

一
で
い
る
そ
う
で
す
。

…

有
害
物
質
の
宝
庫

…
燥
に
含
ま
れ
る
有
窓
口
物
質
は
、
タ
l

一
ル
、
ニ
コ
チ
ン
、
メ
タ
ン
、
ア
セ
ト
ア

一
ル
デ
ヒ
ト
、
シ
ア
ン
化
水
素
、
以
化
メ

一
チ
ル
な
ど
何

ω純
矧
と
あ
リ
ま
す
。

一
発
ガ
ン
物
質
も
す
で
に
叩
純
飢
以
上

一
検
出
さ
れ
て
お
り
、
最
も
有
お
な
の
が

一
タ
ー
ル
と
ベ
ン
ツ
ピ
レ
ン
で
す
。

タ
バ
コ
と
肺
ガ
ン
が
切
っ
て
も
切
れ

い
仲
に
あ
る
の
は
ご
存
知
の
と
お
リ

す
。

神
経
毒
と
い
わ
れ
る
ニ

コ
チ
ン
は、

管
を
収
縮
さ
せ
た
り
、
動
脈
硬
化
を

し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
魔
力
は
、
高

圧
や
心
臓
病
は
も
ち
ろ
ん
、
胃
潰
傷

も
悪
化
さ
せ
ま
す
。

一
日
に
初
本
以
上
吸
う
人
で
は
、
肺

さ広

コ
の
室
園

吸
わ
な
い
人
に
比
べ

2
倍
以
上
に
な
り

ま
す
。

ま
さ
に

「喫
煙
は
時
間
を
か
け
た
自

殺
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
の
人
へ
の
影
響

ま
た
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
、

他
人
の
煙
の
彬
響
は
思
っ
た
よ
り
も
大

き
く
、
例
え
ば
、
換
気
の
悪
い
部
屋
で
タ
内

パ
コ
を
一本
吸
わ
れ
る
と
、

3
分
の

l
な
一

い
し
半
分
吸
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
点
、
特
に
ふ
』
ど
も
の
い
る
家
庭

で
は
れ
を
つ
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

健
康
の
た
め
に

も
ち
ろ
ん
、
タ
バ
コ
を
峨
う
峨
わ
な

い
は
、
あ
く
ま
で
も
例
入
の
自
由
に
属

す
る
問
題
で
す

d

け
れ
ど
も
、
何
げ
な

に
あ
な
た
の
存
命
を
少

取
っ
て
い
る
と
し
た
ら

仮
り
に

一
日
平
均
初

年
間
に
7
、

3
0
0本

し
て
の
7
万
円
を
へ
ソ

ま
せ
ん
か
？

l一一一一一一一－.l

貧血は食事で改善しましようグ

栄養 ・運動 ・休養の調和をとりましよう。

料理においしさの工夫をしましよう。

。

〈献立のヒント〉

いわしのほうれん草巻きフライ

一

足

栄

氏

一
8
%
却

前人aa守

。
カ
ゼ
の
予
防

いわしは鋭、肢と中骨をとって版、

こしょうをする。

はヲ tLんぷはゆでていわしの恥iに切

り、にん じんはせん切リにする。

L、わしの上にほうれん車、にんじん

を適量のせ、チーズをしんにして巻

き、ょうじでレ止める。

小麦粉、溶き卵、 パン粉の）I阪に衣を

つけて油で防げる。

カレーソー スを作り 、?l:fに盛った（4)

にかけ、 トマ トと ノ4セりを添える。

カ
ゼ
を
ひ
い
た
と
気
づ
い
た
ら

「一一材料
L、わし

t.h i lんl,¥

にんじん

とけるチーズ

( 7 mmflJ 4 cm ！~さ ｝

ぉ 1~

f千少hl
~主 'J'(

I fl崎
必’1't:

カ
ゼ
を
予
防
す
る
の
も
、
治
す
の
も
、

基
本
は
，
制
分
の
か
ら
だ
で
す
。
自
分
向

身
の
体
力
・
ほ
抗
力
が
カ
ゼ
に
か
か
る

の
を
防
ぎ
、
ま
た
治
す
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
カ
ゼ
の
治
療
に
は
、
楽

や
お
医
者
さ
ん
は
あ
く
ま
で
も
補
助
的

な
手
段
と
心
得
る
べ
き
で
す
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

mw安

臨時、
所
涼
温
、
③
消
化
の
よ
い
栄
養
で
す
。

2. 

3. 

4. 

5. 

大さじ 4

小さじM

j証・こし ょ古

小麦粉

lJll 
ノ、ン和J

j詰tfilh

I ~レ ー ノー ス
マヨネーズ

I lカLー紛
トマト

仁三~

カ
ゼ
は
ひ
き
は
じ
め
が
肝
心
。
ち
ょ

っ

と
で
も
や
ら
れ
た
な
と
感
じ
た
と
き
は
、

す
ぐ
さ
ま
か
ら
だ
を
岐
か
く
し
て
さ

っ
さ
井
容
。
こ
と
で
す

b

そ
し
て
消
化
の

よ
い
眼
か
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

カ
ゼ
に
強
く
な
る
食
物

O
ビ
タ
ミ
ン

A
の
多
い
械
や
黄
や
亦
の

色
の
つ
い
た
野
菜

（泊
と

一
緒
に
料

理
す
る
と

－
層
効
果
的
）

O
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
肪
に
富
ん

だ
も
の
、
ビ
タ
ミ
ン
弘
、
C
を
含
ん

だ
も
の

カ
ゼ
を
ひ
い
た
と
き
の
食
物

熱
い
う
ど
ん
、
熱
い
み
そ
汁
、

あ
た
た
か
い
午
乳
な
ど
が
松
崎

鍋
物
、

カ
ゼ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

区
別
す
る

一
応
の
メ
ヤ
ス

発
病
の
状
態

カ
ゼ
は
ゆ
っ
く
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
急
激
に
発
病

寒
気

カ

ゼ

で
は
軽
度
、
イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ
で
は
銭
い
寒
気

熱

カ
ゼ
で
は
比
較
的
低
い
が
、
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
は
高
い

2

腰
痛
・
関
節
病

カ
ゼ
で
は
あ
っ
て
も

軽
度
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
悠
〈

痛
む
。

頭
痛

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
は
強
い
が

カ
ゼ
で
も
強
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

踊
痛
で
は
区
別
て
き
な
い
。

全
身
の
だ
る
い
感
じ

イ
ン
フ
ル
エ

ン

ザ
の
方
が
強
い
。

1月の休日救急診療当番医
2日（工） 伊東医院 宮 3-0504

3巴（己） 高桜医院 宮 2-0010
ー一10日（日） 橘 医 院 宮 2-0791

15白（祝〉 辻 医 F完 宮 2-1285
17日（日） 寺崎 医院 宮 2・1118

24日（白〉 中川医院 宮 2・0120
一一31日（巴） 坂東 医 院 宮 2・0305

(15) 
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E月の事業案内トみんなの保健 ｜
備考

「妊婦中の日常生活」
母子手帳持参

対象地 区場心、
:.c:: 

保健センター

母子手帳持参区I也全II 

ff! 病院
幣形外科

主~竺
午後
i:oo～ 3:00 

午前
9:00～1 o:oo 

10:00～l 1 :oo 

同
副
リ

tra 
対象者業司属

29 R 婦好：母親学級
母
子
保
健

28 R 56年 10月生
3ヵ月児健診

股間接脱臼
検査

1,500円検査料

区I也全。〆
、／セ健H

本
nu 

・H
H
h
H

ド

l
n
y

5R 名・~j 望

（柑
健康体操教室

区全保健センター午後
1 :oo～ 3:00 

19 R 

14 R 

人）

者亡H
-F. 者i

貧血教室

梅原病教室

成
人
病
予
防 I也

Jll 笹中央農協
笹 川 支所

白崎生 iii
改普センター

由奇
，・．
’ー’a・2

JI I 保・荒Hn 
t
 

j白保公 1(館

午前
9:30～1 1:30 

午後
i ：：~o～ 3:30 

tr前
9:30～1 1:30 

午後
1:30-3:30 

28 R 

24@ 食

生

活

改
善

人時巡回栄養指導

31⑪ 

定期日以外でも保健
婦．栄養士が馬主作し
ているときは相談を
受けます。

町

区I也

栄

丹、
.±.. 

栄町会館

保健センター’r・後
i:oo～ 3:00 

8R 

14⑪ 

妊婦・乳幼児

者q~ 
－一・者i

一般健康相談

母子鍵康相股定
期
健
康
相
談

－
震
の
献
血
・

協

力

者

名

－

M
月
実
施
分
｜

25 R 

袋
地
区
水
品
敬
太
、
加
藤
真
家
美
、
加
藤
鉱

じ
、
水
品
英
明
、
兵
庫
俊
春
、
福
平
優
子
、

水
島
憲
彦

宮
崎
地
区

河
内
昌
子
、
岩
谷
堅
一
、
大
浜
消

光
、
嘉
義
陽

f
、
河
内
俊
之
、
尉
谷
美
智
代
、

川
内
美
保
「

笹
川
地
区

長

井

成

f
、
長
井
三
吏
、
竹
内
寿

実
、
竹
内
繁
存
、
折
谷
要
、
長
井
い
づ
み
、

深
松
正
森
、

．K
外
雄
成

泊
一
区

荒
民
総
美
、
中
村
登
志
美
、
八
木
正

則
、
江
洲
光
俊
、
米
沢
悦
子
、
梅
沢
健
一
、

池
間
五
文
、
市
川
山
中
式
、
上
坂
妹
実、

鎧
板

郎
犬
、
下
川
義
光
、
大
干
し仏
L
心
‘
魚
住

一
広、

海
川
－
u
H
刷
、
ぬ
山
知
H
忠
、
大
菅
，
上
人

泊
二
区

出
山

M
正
、
抗
出
ヤ
ス

f
、
立
野
友

f
、
波
間
静
丹
、
内
山
之
犬
、
守
岡
山
麻
衣

f
、

本
林
野
稔
、
氷
山
・
以
、
尚
沢
聡
美
、

今
泉
忠
美
、

米
同
李
英
、
合
外
忠
，
，
T
、
白
山
文
子
、
守
的

昭
彦
、
米
間
幸
雄
、
松
本
武
司
、
米
問
点
り
、

上
限
正
佼
、
牧
野
真
明
、
大
内
喜
美
伎
、
大

久
保
悦
江
、
水
川
由
紀
子
、
安
達
点
寿
美
、

年
山
美
代
心
、
合
小
川
即

泊
三
区

依
軒
札

f
、
未
聞
知
下
、
占
田
進
、

川
部
下
栄

f
、
M

耐
用
紗
、
川
瀬
康
博
、
羽
深

ひ
ろ
み
、

1md階
、
水
野
美
初
子
、
納
本
治

忠
、
長
谷
博
、
剛
一ト
常

一
、
虫
…
坂
道

f
、
館

下
忠
笑
、
川
久
保
拓
也
、
松
会
知
H

芦
f
、出品…

坂
久
仁
的
、
谷
U
栄

f
、
谷
口
高
士
子
、
中

山
賢

一
、
．
十
以
淳
子
、
上
沢
日
開
子
、

平
野
清

彦
、
沿
ト
ハ
介
氏
、
大
半
勝
美
、

高
村
愛
り
、

栄養棺鮫

藤
図
書
宇
治
、

遊
沢
祐
子
、
市
総
緒
紀
世

五
箇
庄
地
区

広
田
嫡
之
、
浜
川
治
、
清
水
真

由
美
、
篠
田
隆
子
、
浜
一
樹
、
数
家
孝
子
、

道
府
清
美
、
河
内
和
憲
、
西
村
一花
成
、
永
井
）

消
俗
、

山
手
妙
子
、
草
山
文
夫
、
山
本
哲
夫
、
…
川

寺
田
恭
子
、
西
国
志
保
美
噛
雰
真
智
子
、

2

西
田
真
佐
夫

南

保

管

谷
U
七
段
小
林
哲
男
、
堀
地
悠

儲

紀
子
、
谷
U
京
次
、
米
，K
久
、
長
崎
美
知
代
、

負

南
部
久
美
子
、
山
本
由
利

f
、
．史
団
子
忠

f
、
2

中

山

光

治

、

下

間

連

総

。

山
崎
地
区

長
冷
雄

一
、
柳
沢
消
入
、
占
野
久

美
、
連
山
郁
子
、
普
万
敏
勝
、
小
杉
務
博
、

者

K
弔
問
正
一
、

水
野
光
男
、
飾
品
熊
梨
杏
f
、
稲

死

街
優
、
池
凶
玲
子
、
安
達
万
紀
f
、
永
口
了
、
引

森
岡
秀
就
、
七
沢
な
を
み
、
中
川
正
、
仙
名

良

成

愛

場

可

奈

子

仙

名
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